
対象期間に項目ＩＤが存在しない場合の出力例

出力項目に設定している項目ＩＤが対象期間に存在しなかった場合、以下のとおり出力します。

項目定義マスタ設定（機能）

改定年月

2022年1月

4月

5月 ＜項目廃止＞

集計データ出力（機能）　印刷パラメータ保守画面（出力形式：行形式）

対象年月（終了）：2022年4月 の場合 <参考＞

  対象年月（終了）時点で存在しない項目は項目名称を表示しません。

  対象年月（終了）：2022年5月 の場合

  また、存在しない項目を指定している場合は、保存することができません。

  「OK」ボタンを押すとエラーメッセージを表示します。

＜例１＞対象年月：開始2022年5月　 終了2022年5月

集計データ出力（機能） 抽出条件設定･処理実行画面

アプリケーションログ表示（機能） ※ファイル出力時

集計データ出力（機能）

出力ファイル

存在しない項目ＩＤは、列を出力しません。次の項目IDを詰めて出力します。

帳票イメージ（出力形式：行形式、出力レイアウト：従来レイアウト）

存在しない項目ＩＤは、項目名、データ行ともに空欄となります。

項目ＩＤ（項目名称）

A004

（基本給）

AU01

（手当１）

A001

（資格給）

A003

（役職給）

AU02

（手当２）

＜項目追加＞

「手当１」の列は出力しない
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＜例２＞対象年月：開始2022年3月　 終了2022年6月

集計データ出力（機能） 抽出条件設定･処理実行画面

アプリケーションログ表示（機能） ※ファイル出力時

集計データ出力（機能） 

出力ファイル

項目ＩＤが存在しない年月は、「0」で出力します。

帳票イメージ（出力形式：行形式、出力レイアウト：従来レイアウト）

項目ＩＤが存在しない年月は、項目名のみ出力し、データ行は空欄となります。

また、対象年月（終了）時点で項目ＩＤが存在しない場合は、総合計を出力しません。
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